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火山評価ガイドの改悪（2019.12.18）

火山の現在の活動状況は巨大噴火が差し迫った
状態にあるかどうか、及び

運用期間中に巨大噴火が発生するという科学的
に合理性のある具体的な根拠があるかどうかを
確認する

設計対応不可能な火山事象が原子力発電所に
到達する可能性が十分小さいと評価できない場
合は、原子力発電所の立地は不適と考えられる。

十和田カルデラ、八甲田火山群の火砕流が過去に敷地に到達



十和田の現在の活動状況は、
八甲田の現在の活動状況は、

巨大噴火が差し迫った状態ではなく、巨大噴火が発
生するという科学的に合理性のある具体的根拠があ
るとはいえないことから、少なくとも施設運用期間中
は、巨大噴火の可能性は十分小さいと評価

科学的知見を収集し、施設の運用期間中火山活動
のモニタリングを行い、巨大噴火の可能性が十分小
さいと評価した根拠が継続していることを確認する

巨大噴火への対応





有意な変化があった場合

• 火山専門家の助言を踏まえ，当社が総合判断
を行い対処内容を決定する。

• 対処に当たっては，その時点の最新の科学的
知見に基づき

–使用済燃料の受入れの停止及び

–新たなせん断処理の停止，

–工程内の核燃料物質等は溶解，分離，精製，脱硝
を行い，ＵＯ３及びＭＯＸ粉末とし貯蔵する，

–高レベル廃液はガラス固化体とし貯蔵する等の可
能な限りの対処を行う方針とする。

（添付６安全設計６−1−６７４ページ）



影響評価



降下火砕物が55センチも積もる中で、対応可能？
降下後にフィルターの清掃・交換で閉塞を回避できる

・・・・・・おそらくムリ

申請時 ３０cm

敷地内 ４３cm







降下火砕物の直接的影響

降下火砕物の堆積による荷重，粒子の衝突，
閉塞，磨耗，腐食，大気汚染，水質汚染及び
絶縁低下
閉塞：吸気側=フィルター設置、主排気筒=吹き上げ

摩耗：フード、フェルターによる浸入防止、冷却ファ
ンは空気を上方へ流す

腐食・絶縁低下：フィルターによる浸入防止

降下火砕物がフィルタに付着した場合でも交
換又は清掃が可能な構造とする

・・・55cmに積もった火山灰の中で可能？

添付書類６−1.7.13.3.2 

安全冷却系は循環運転CCR:外気遮断・循環

短期に生じる荷重
＋積雪でも耐えられる

落下衝撃



降下火砕物の間接的影響

外部電源喪失

2系統のDGで対応

7日間の連続運転が可能

アクセス制限を想定

降灰後に除灰作業を実施して復旧

一度にドカンと降るとは限らない

フィルター
が交換出
来て可能
となる

19年台風で

千葉の停電
復旧に21日



気象庁：降灰の影響及び対策





設計方針を確認するだけ？

• 規制委員会は、申請者の設計が、降下火砕物の特徴
を踏まえ、設計対処施設に与える影響に対して、安
全機能が損なわれない方針であることを確認した。

• 降下火砕物の侵入防止対策として、フィルタの設置
等により設計基準対象施設の安全機能が損なわれな
い方針であること、また、中央制御室については再
循環運転により居住性を確保する方針であることを
確認した。

• 規制委員会は、申請者が、降下火砕物の除去等に必
要な資機材を確保するとともに、手順等を整備する
方針であることを確認した。

＊重大事故への対処の中で、火山の影響の一部を検証

（Ⅲ－６．２．３ .8.&9 .降下火砕物〜設計方針）



8-7-327



添付書類８−5-361

非常用ディーゼル発電機は７日間連続運転が可能なの燃料を確保しているとす
るが、そもそもDGのフィルターの目詰まりで動かない恐れがある
「長期間の電源喪失を想定する」と重大事故への対処が可能だろうか？



重大事故と火山の影響

重 大 事 故 火山の影響

臨界事故 なし

冷却機能喪失による蒸発乾固 あり

放射線分解により発生する水素による爆発 あり

有機溶媒等による火災又は爆発（水素爆発を除く） なし

使用済み燃料貯蔵設備に貯蔵する使用済燃料の著しい損傷 あり（水位低下）

放射性物質の漏洩（上記５項目を除く） なし

添付書類８より作成



HLW廃液等の蒸発乾固に至る時間

建屋名と（タンク数） 沸騰までの時間 乾固までの時間

前処理建屋 （11） 約140 約1,000

分離建屋 （14） 約15 約110

精製建屋(硝酸Pu溶液貯槽） （13） 約11 約59

U・Pu混合脱硝建屋 （4） 約19 約65

HLWガラス固化建屋 （11） 約23 約180

添付8-7-125全電源喪失状態が続けば、複数の建屋で同時発生
発生防止対策：可搬型機器類（63人で８時間50分で作業完了！ 沸騰回避）

⇨アクセス不能・フィルターの目詰まりで対応不能
拡大防止対策：常駐者164人中、必要人員140人（発生防止含めて）
注水⇄全交流電源喪失状態では、注水は不能
廃ガス流路の遮断⇨可搬型フィルターを通して主排気筒から放出

⇨主排気筒の目詰まり・・・ルート外から漏洩

予報で作業
開始というが、
間に合わな
い場合は
降灰後



水素爆発

• 高レベル廃液等の放射線分解により水素が発生

• 圧縮空気設備の安全圧縮空気系により圧縮空気を
供給することで水素掃気

建屋 設備数 ８％時間

前処理建屋 ７ ７６

分離建屋 １２ ７h３５

精製建屋(硝酸Pu溶液貯槽） １５ １h２５

U・Pu混合脱硝建屋 ４ ７h２５

HLWガラス固化建屋 １１ ２４

（8-7-360~）
８〜１２％；爆燃
＞１２％；爆ごう



長期にわたる全電源喪失の結果

• 考慮されているのは、７日間のみ

–電源の確保は非常用DGだが、すべて、フィル
ターの交換が可能であることを前提としている

–可搬型電源車はより頻繁なフィルター交換が必
要だろう

• さらに長期の外部電源喪失が考えられる

• 蒸発乾固事故や水素爆発が同時発生の恐
れ

これらのことが審査・検証されていない


